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神戸大学都市安全研究センター

研究報告,第11号,平成19年3月

わが国における近代初期の治水思想-沖野忠雄-

RiverimprovementThoughtinearlystageofmodernizationinJapan

-TadaoOKINO-

神 吉 和 夫

KazuoKanki

概要 :本稿では､わが凶における近代初期の治水思想について､近代治水の父 と称 される沖野忠雄に着 目し､

押野の講演記録などの分析を行い､沖野がどのような治水思想を持っていたかを検討するO沖野忠雄の治水

思想は､ (1)中国の河川思想である賛譲三第の基本認識を継承 している､(2)堤防の もつ限界を認識 した上

で､堤防高を低 く､河幅を広 く設計 し､要所に護岸を設置､入念な施⊥と維持管理､さらに水防活動を組み

合わせること､および (3)流域の地理 と過去の水害を徹底的に調査 し､破堤氾濫 した場合 も含め被害を軽減

できるようにすること､である｡押野忠雄が 1894(明治 27)年に作成 した淀川改良計画に､彼の治水思想が

明瞭に認められる｡

キー ワー ド:治水思想､仲野忠雄､近代初期､芹譲三策

l.序輪

わが国における河川の某本法である河川法は18S6(明治29)年に制起され､その後､1972(昭和47)年､1労7(平成 9)年に改定された｡

明治期制定の河川法は水害防御の意味での治水を主眼としたものであり､昭和の改止河川法は治水に加えて水資源需要を背景とし

た利水【前を解備したもの､そして平成の改LE河川法は治水､利水に加えて環境を竜視するものであるO平成の改1日可用法は河川整

備計画-の地域住民参画をうたう画期的な内容をもっており､淀川をはじめとして車要河川に流域委員会が設置され､そこでは従

来の枠組みに捉われない活発な議論が行われてきた｡

わが(句の近代治水計画では､第-ト次他罪大戦までは既往最大洪水を計象に､Lr凄され､戦後､米国から確率水文学が導入されると

既往最大洪水に代わって確率淡水流量が計画の某礎となったとされているoさらに､ダムによる洪水調節が本格化すると､確率降

雨と流.日J,モデルを用いて基本高水を計算する方山こ変わってきたo現在の河川計画手法では､河川の重要度に応じて 200 年に l度

といった治水安全度が決まっており､計算された農本高水をダムと河道に配分する手法が採用されている.

淀川沈域委員会等ではアプリオリに決定されている治水安全度と基本高水を河道とダムに配分する治水策に対しても､根底から

問い直す議論が行われている｡しかし､近年､雑誌 ｢世界f誌 Lでの人熊 ･福岡両氏および今本氏による基本高水論争 .)が展開され

たが､おflこいの主張を述べるに終始している印象が強いO

わが国河川の今後について考えるとき､現在の議論をJJ･.揚する意味でも､近代の治水史を振り返ってみることが必要と思われるO

本稿では､わが国における近代初期の治水思想について､近代治水の父と称される沖野忠雄に着HL､換言寸することにするC

わが国の治水計画については相川喬 2㌧ 山本三郎 3)､等の研究があり､個別河川の史話類も少なくないが､治水思想に焦点をあて

た研究は乏しい｡また､沖野に角軌 た論考も少なくないが､沖野の治水思想については殆ど研究されていない｡沖野の治水技術に

ついては､高橋裕 L'が｢明治から大止にかけてのわが国治水の特矧まそのまま神野技術の特質ともいってよいほどである｡努力家の
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沖野は､つねに新しい⊥法､施工には異常な熱意を以て導入実行した0(中略)その他注目すべきは改修計画や新⊥法施上に当たっ

て古来の⊥二法や治水策の長所をかなり留意してそれを活用している点である｡(中略)重点主義､画一化打破の方式が随所に見られ

るO｣と指摘しているOまた､大熊孝Qは押野の河川技術の特徴をオランダ人技術者デ ･レイケとの比較から､｢流水のコントロー

ルに堰 ･水門の構造物を使用する｣ことにあったと述べている｡しかし､これらの指摘は押野の治水思想の一一一側面を述べたに過ぎ

ない｡

本稿で取り上げる神野忠雄Qは､1883(明治16)年8月､内務省御用掛準奏什 ･七木局事務取扱となり､1911(明治44)年4月11日内

務技監､以後 1918(大正 7)年 7月 10日内務技監を最後に退職する.沖野の伝記が 『内務省直轄工事略史･沖野博⊥伝』と題される

ように､内務省における直轄事業に占める押野の役割は大きく､河川についても近代治水の父と称されているe押野は 1榔 (明治

22)年9月から1911(明治44)年4月は大阪在勤であり､沖野が作成した ｢淀川高水防禦上事計画意見軌 刀(明治27年6月28日､以

下､淀川改良計画と略記)と､それをもとにした淀川改良⊥皐はわが国の近代治水の初めとして+.木史のなかで著名であるC

2.沖野以前の近代治水

押野忠雄の治水思想を考える前提として､沖野が ｢淀川高水防禦⊥卓計画意見書｣を作成した 1894(明治 27)年以前の近代治水は

どのようなものであったか､について3点の資料をあげることにするol竹4(明治17)年5月､内務卿山螺有朋が太政大臣三候実美宛

ての ｢治水ノ義二付上申｣秒では､次のように記している｡

r治水ノ制ハ道路ノ制 卜柏聯結スルヲ以テ既二道路二幽煤ql.二道ノ別アレハ水流モ亦之二比準シテ大中小三川ノ等差ヲ設ケ漸次管

理ノ方法ヲ走メサ/L,-カラサルノ道理ナリトスC維新以来治水法ノ沿革一二シテ足ラスO費途支所ノ沿革ハ暫ク之ヲ措キ⊥卓沿革

ノ大要ヲ挙クレハ最前ハ堤防ヲ以テ牧水専一ノ⊥卓 卜為シタリンカ明治五年ノ頃治水工師ヲ蘭図二徴シテヨリ河身改修十砂杵防ノ

設計初メテ興り随テ砂防工ヲ起シ其経費-多ク之ヲ官給シクリC蓋シ最前堤防ヲ以テ治水専一ノ⊥事卜看倣シタ/レ-畢寛昔日ノ姑

息法ニシテ河身改修十秒粁防ノ⊥卓ハ近世発明ノ法ナレハ到底永久ノ改良治水法ハ是レニ若クモノナシ一一回河身改修十砂川妨ノ業

ヲ終ナレハ堤防ノ修理モ亦容易ナル-シ｡(後略)｣

即ち､ r最前ハ堤防ヲ以テ治水専一一･｣であったものを､オランダから技術者を招聴し ｢河身改修+.砂打防ノ設計｣を行わせた｡

しかし､オランダ人技術者が要請されたのは､淀川でみるように舟運を目的としたいわゆる低水上'.皐であり､オランダ人技術者 ･

トールンは 『治水総論』L')を 1873(明治 6)年に著しているが､その内容は農本用語の解説と流量引算式､水勿IL堤防についての田意

事項を記したもので､表題の治水は洪水防御を意味するものではないo

木曽川ではオランダ人技術者テ レ-ケが中心となりり朋台19年に改修引両を謁戊しているl(')0

｢其ノ目的とする所は高水の除外低水ノ改良即チ堤内悪水ノ改善及ビ据舟ノ便ヲ増進スルニアリテ前-_項ヲ最モ重要 トセリ｣

ここで注意しておきたいのは木曽川の河川改修が単純な高水防御ではなく､低水の改良､舟運の改善も目的としたものである点

であるQ木曽川改良⊥事計画はわが国における近代高水計画の初めであるが､既往最大洪水痕跡から､ ドールンの治水総論にある

流量公式を用いて洪水流量を求め､計画河川幅の決定を行っている｡

明治初期において国の関 lJ'す る河川⊥卓は､低水上事およびそれにr輩】適した砂防 1_卓であって､高水上手は地方に委ねられてい

た｡それら⊥事に対し,尾高惇忠､西師意ら民間治水論者か らの批判が起こっている｡

尾高惇忠は､18沃)(明治 23)年に発表した 『治水新策』 ‖)の中で明治時代に台頭していたfBr坊偏電i=義を徹底的に否定しているO漢

学者であった尾高は､昏譲二-,策を 『資治適鑑』から引用し､歴史と現状認識と上策に触れ､それを根拠として矧妨否'定論を導き目

したものである｡

｢河水の害を受くる地のIr=民を浸清の看無き地に移し､水の遊蕩する処を広くし､天然の地形高処に水を防がしむ｡即ち､大川

防無きの方にして期日にして粛 pべしとなりC足れ水難に遭はざる術なV)｡以って上策とすべLc ｣､ ｢堤防の大水に於ける堤防

を決するに因って､其害太だしく堤防無れば大水も大害をならざる｡I

また､柑師意は 『治水論3日めく1891(明治24)年刊)第 2草堤防必ずしも額むに足らずの冒頭に｢夫れ水密を防くに堤防を以てすると

恰も槍ノJ弓矢を防くに盾を以てし叩胃を以てするか如く｣と記している｡

尾高､西の立論は､操学の豪-養からlH'Jたもので､堤防批l叫ま日譲二策の解釈としてt)誤ったものであるが､水害防御の手段とし

ての堤防建設を批判したt)のとして竜要であるc

Al村捨三は 『治水汎論』 t油,(1890(明治23年 11月T=u)､のなかで次のように記している｡

r今ヤ支那治水法ヲ看ルニ彼地相可修築-元以還近時二皇ルマテ各名家ノ講究スル トコロ大二治水ノ輯襲二当レルモノアリ｡束不

レ水III刷キレ砂ソ敷ナレ流ワ衝クレ砂ヲ築キレ堤ヲ束不レ水コ以レ水衝レ砂 ト云々スルカ如キ,ヾ 羊法ノ河身改修低水_Lノ理合二近ク､贋 其秀 使二水

髄有 所容深 其中使 水落足 一以適_レ船 卜云フカ如キ先ツ洪水敷低水敷二就テ各共用ヲ明カニスルノ意ナ県 確理 十田必道川博之
分 使 水所 休息 使 左右瀞波寛緩 _ノ如キ各大川下茄ノ埋立ヲ利用シ洪水ノ休息所ヲ横領シ反ソテ堤防ノ決潰ヲ掩ク如キノ現状を

説クナリQ錐有堅厚石堤能保河之イ二決十能保河之不溢也 卜云フカ如キ暇令河川ノ改修ヲナスモ最大洪水二遭遇スル トキハ溢水ナシ

トセサルヲ云フナリ又其堤防ノ種類ニモ遥堤 ト-洪水防禦ノ堤防ナル-ク終堤 トハ堤外地tEElヲ園フ為ノ小tPt-ニシテ其他大塩格堤

等吾力諸川矧yJJノ現状二照スモIIp'卜趣向ナルカ如クFjカラ洋法ニモ合規セリ抑東沖ノ水利其利害⊥法･ノ精神ニ-人異ナキモ吾邦文
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那ノ如キ-従前戒式ノ技術ナク測量-目分量⊥事-手加減二帰シ去り精確ナル成式アル洋法二一第ヲ譲ルノミ｣

〆琳寸は尾高､杓などが言及していない明代の中国の治水法も簡単に紹介し､その精神が西欧のそれと大異がないが､原理法則を

明らかにして数量化し､定式化する技術が無かったことから西欧技術に一･等を譲ると考えている｡内村捨三は内務省 仁木局長を務

め､大阪築港でも満躍する人物ではあるが技術者ではないoLたがって､+_木局でオランダ等の西欧近代河川技術だけでなく､中

国の治水法についての文献も収集されており､沖野等の技術者達も参考にしていた可能性がある｡

2.井野が治水思憩を括った責料

沖野が治水思想を示す資料 ■0を発表年代蝦に列記すると､

資料a 押野博上吉野川の堅堤を喧笑す､上業雑誌､12弓-､p.598.明治25年9月22日

資料b 沖野忠雄 :水密の輿-たる苦がき経験と今後の防備､1二男之大日本､第七巻第九号､押.軒7､明治43年9月1日

資料C 十木学会第二回総会講演 工号輔上 沖野忠雄､L木学会誌､大iE6年2jl弓･､pp.i-10､人止6年2月

資料d lr内務技監⊥費博上沖野忠雄氏談 澱川改修追加工事に関する内務省の計範｣､淀川再改修期成合､山版時期イこ明く人止7

年 1月.lb))

のJl点となる｡

資料aは押野の治水思想が最初にみられるものであるO資料 bは 1910(明治43)年8月の関東 ･東北を襲った大水害直後で臨時治

水調査会が設置される直狛こ､押野がその水害と今後の対策について語ったものである｡資料 Cは第 2代十木学会会長となった押

野が当時の道路､港湾､河川の概要を潜ったものである｡初代会長a)古rrl公威演説に較べ実務的な報-'Li1-ではあるが､河川にf5き]して

は竜要な指摘を行っている｡最後の資料 dは､押野が最も情熱を込めて計画した淀川の､本堤が大塚で決壊し大水害を引き起こし

た､その水害と対策について滴ったものである｡長文となるが､覇要と思われる部分をそれぞれの資料について以下に抄録する｡

資料a

｢第四区監件署長｣/tllL博上沖野忠雄氏nJ-野川筋に於ける被害の調査に赴き高瀬､覚風等の矧ijJ-を瞥見してHく､堅固なる鼓､宛

然一個の城郭なり､然れ共治水の要は堤の堅間に非ず､靖の高きに非ずして河身を改修し川幅を拡充するに在り､徒らに高大無辺

の聖堤を築かんよりも低くして根底の梁間なるものを造るに如かず､と説き｢て吠然たりし､と或る新聞紙 こ見えたるが､本を計

らずして末をひとしくし方､トの木U)琴楼より高からしめ自ら喜ぶもの聞糾往々見る処なり｣

資料b

｢)-Li来わが国の地勢は中央にIj=稜山脈が連音して之を分水嶺とし､総ての河川南北に流下して居るから河床の勾配B1-だ大なるも

ので､一一ヶ年のTT7･均雨量は決して匪Lと云ふにあらざるも､梅雨期を有する風情のこととて､一一-1定期間に於ける雨量に至っては特

に匹しきものがある､六三れば豪雨に際会せば諸川忽ち増水して濁流奔騰するの特徴を有するのであるから､17時の水量姓だ乏しき

ものにありても､成るべく河領即ち河幅､河床等 -一切河の領分を大にし､･一･朝洪水に際しても､流水を疏通せしむる用意こそ肝要

であるのに､人目の増加するに連れ､水敵地の森林を濫伐して､之を荒廃に帰せしめたるさへある上､下流にありては十地開拓の

は絶体に水案を離れたる地に置きあるものものもあれども､日本では耕地と住居と接近して居らねばならぬ関係から､農民杯は其

危険地に勢ひ居住せねばならぬので､単に耕作物のみに止まらず人命財産を挙げて流亡せしむることが出来るのである｡併し元来

人間が河の領分を犯したるものである以上 之れに射 る防備は川来得べき丈-完全にするのは云う迄もない｡I

I水'niL:がl虫家経済上偉大の損亡を来りつつあるは新しく言を要せざるところであるが､治水の要は峯克流水の疏通を充分にして､

堤防の安全を期するにあるO其の方法は両岸堤防の｢汀l隔を大にし､河領を広くし､河床を夜探して中洲其他の障害物を除き､又た

河身を紫理して流水の湾曲を緩慢なる曲線と為す等である｣

資料c

iI我邦てfnT川t云ふ卓は'11-:A-よV)岳政家の最も留意した阜)のてありまして其証拠としては我邦のfnl)州こは極く有数のものを除く

の外は皆矧坊の設けかありますo殊に米作の必要からてt)ありませうか用水の卓なとは余稚完備して居る｡此辺は島政家か河川に

留意した賜てあるoJ

r河川改修U)計画に就きまして詳細な事は河川毎に地坪其他の理rtlにより大に其趣を異にしておりますから､之れか詳細は時々

本会の会誌に掲載される報告に譲ることと致しまして､今日は一般河川に共通の点- ∴ ~を中上けようと思ひまするか､先つ従来我

邦の河川は堤防式とも申しませうか堤防を以て治水の根本としてあります｡改修の計画にも矢張り此堤防式を採ることに致しまし

たO堤防は洪水防禦策として随分議論のあることてありますか改修L事に之を採用したる理由は羊として我凹の農業状態に起因す

るのてありますO我国の農業は稲田を多く作る習慣てあるか､此稲田は洪水の最も氾濫し易き場所に多く存在するのてありますQ

多くの場合に於て田面と河の低水面とか殆んと同一の高さに位して居るのて､僅少の増水に際しても氾鑑を免れぬと.i-hふイこ利な地

勢てあるo且､稲作には夏期の六ヒ八の:i箇月か最も大切の時てあるに､洪水の我凶を襲ふのも亦丁度此時期てあるO斯う云JS状

態てあるから､堤防を設けて洪水を遮断し以て其氾濫を防くより他に良策はないのてあります｡堤帆は勿論危険なものてはありま
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するか､其計画池に築造に十分の注意を払ひ､又修繕を怠らぬようにし､就中水防に力を尽くすようにすれは,充分に洪水防禦の

目的を達するものてありますO夫故に我凶農業の状況を酌量して､断然堤防式を採用した次第てありますo従来の破堤の模様を調

査しますると､洪水流量に対する河積の不充分に帰因する場合か多いo夫故改修河川は主として其河積を増加することになります｡

之れか為めに河幅を拡張すると同時に､河底を汝課して此河積の増加を行ひます｡此汝漢より生する築堤に充用しまするから､濠

撲土に余裕のある場合は､堤防を必要以上に増築することもあります｡又洪水の害に次て､悪水の害も却々重大てあります｡夫故

河川の改修と同時に､悪水の排除を改良する道ある場合は必す之を実行致します｡｣

資料d

｢治水は学理も必要なれと主として経験を基礎とし､各河川の特質に従ひ､地方の状況に適癒して之を定めさる-からすと信すC

元束､堤防を以て洪水防禦の唯一手段となすことに就ては､治水上議論の存する所にして､必すLも最善の方法と言ふにあらすD

蓋し各河川には皆相常の洪水区域ありて､往昔に於ては悉く氾鑑に委したるため､洪水匿域の外被Ji,牢と言ふものなかりLと経も､

人口の増加と共に十地の利用を要するに従ひ､成し得る限り氾濫区域を縮小するの方法を取るに至りしもの､今日の堤防の沿革な

り｡故に堤防に依り如何なる洪水に封しても､絶封的に被害を防止するの困難なるは言ふまてもなきことにして､一一度決潰すると

きは､其被害は堤防なきよりも産しきこと理論上は勿論古来歴史の発明する所なりo然るに､我国の農業の仕方は世界各凶と異り

稲田を幸として濯概用水を各河川に仰き､其耕地は何れも河流の低地に在るを以て､矧坊に接り洪水を防くの外に方法なし､足れ

各河川等しく堤防を設けて治水の計を寺_つる所以なりO惟ふに人口の増殖､社会の文化に伴ひ､漸次山地の樹木を減少し,甚しき

は彰蒼たる山林を禿山にするため､洪水の害は寧ろ年々増))nするの観ありと錐も､洪水には手械 ありて､三年に-度し､ 卜年-痩

し､_li十年百年に一度する如く､程度軽電の差異あるか故に､之に歴し或純度まての刑水を防備するに足る矧坊を築造するは､敢

て不可能の事にあらさるなり｡｣

｢然れとも治水の阜たるがパこ述へたる通り､経験に須つ所大なるを以て､暇令一旦改修を終るとも､其後に於ける洪水の経過に

照して⊥二番の利害得失を明にし､断へす映鮎を補足して堤防維持修練に意を用ゆるにあらされは､僅少の洪水にも漸次浸蝕せられ

て､遂に大事を惹起するの原因となること吾人の常に賓見する所なり0 ｣

｢従て将水此程度の洪水に耐ゆるためには､現在の⊥卓に封し相常の替更をJ)nふるの必要あるや明なりO今顧るに明治四 1-三年

令岨-_トヶ川(此~十ヶ川は全国耕宅地の′t藩1"こ関係あり)の治水 卜八年計書に依る各河川の⊥卓は其規模相大にして､矧S)J'も標準

洪水量より五尺の除裕を存するに拘らす､澱川の改修は其以前の計雫にして､前に述へしか如く_-A_尺の除地を存せるに過きす､故

に先つ第-着手として之を後の引寓の分と同一に改め､現在よりT''均｢尺の高さを増ノ)nするは最緊要のことなりとイ言す｡｣

｢抑i)非常の時に方りて堤防の功巣を発揮せしめんとせは､平常之か維持修繕に力を致す-きは勿論､柑 こ水防の必柴なるは多

言を要せさる所にして､堤防を洪水防禦の叫卜一城壁となす我国に於ては､此水防も古東大に発達し､危険に際して水防の力に依り

之を防禦したるの例は匹た多Lc ｣

3.沖野忠堆技監の治水思想

(1)雷徽三策の墓本腰轟の纏承

資譲二策は 『漢書』溝独志 棚にあり､前漢亀C.202一九r).8)末期に待詔(特別な才能 ･技能をもって召された身分)であった貿譲

が､黄河の治水策について奏言したもので､中国では明(1:搬-1644)人に至るまで基本的な河川治水思想とされている '7).貿譲の治

河の基本的考え方は､｢古者刊粛居民､弓亘理十地､必遣川曙之分､度水勢所イく及｡｣にある｡すなわち､人は河川と上地を争うべき

ではないという考え方であるL,また､そのようにすれば｢大川無防､小水待人､肢障卑下､以馬子て頂､使秋水多､得有所休息､六右
瀞波､寛緩而不迫 っ｣､洪水氾濫があってもその流れ比緩やかであると述べているC川を人の口に誓え､/-供が泣くからといってそ
の口を塞げば､7供はタヒんでしまうといい､｢善篤川者､決之使道L 善く川を岳(おさ)むる者は之れを決し道(みちび)かしめる
と指摘しているo貿藤はまた堤防建設が戦凶期から起こり､河から堤防の距離が次第に狭まったことを指摘しているo仲野が治水

に肘 る貿譲三品の其本的な考え方を継承していることは､資料b｢十地開拓の為に人間が段々河の領//)を侵し来たり､特にIn御 寺

代にあっては､沿岸の各藩吐し､に競ふて堤防を突LIJ.し､河領を狭めたる｣､資料 d｢蓋し各河川には皆村営の洪水区域ありて､往昔

に於ては悉く氾艦に委したるため､洪水匠域の外被'#と言ふものなかりLと雑も､人口の増加と共に 十二地の利用を要するに従ひ､

成し得る限り氾濫区域を縮小するの方法を取るに全V)しもの､今日の堤防の沿串なり｡Jにみられる.河川には河川本来の領分が

あり､その領分を観当期以来人間が犯してきたことが水害の根本原因とする孟JCJw誠であるC

前述のように尾高､相の民間治水論肴と糾 す捨三 『治水汎論』にも頁譲二策の文言がみられるので､汽譲二策の基本認識が治水

について考える者の共通知であった可能性があるo高橋裕 .")は尾高､西の民間治水論者による中国の治水思想が､近代河川技術者

に否定されたと指摘しているが､実際には仲野忠雄もその根底に中t毒抑)治水思想を踏まえていたことになる｡

a)勝 に対する考え方

押野は､資料 C｢堤防は洪水防禦策として随分議論のあるl､資料 d｢元来､堤防を以て洪水l腰 の唯一手段となすことに就ては､
治水上議論の存する所にして､必すLも最善の方法と言ふにあらす｡｣､｢堤防に依り如何なる洪水に封しても､絶封的に被害を

防止するの困難なるは言ふまてもなきことにして､ 一一度沈積するときは､其被宵は堤防なきよりも姓しきこと理論上は勿論TT束歴
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史の澄明する所なりo｣と知った上で､堤防建設がわが凶では唯一の手段と考えるのであるOそれは､資料 d｢我凶の農業の仕方は

世界各国と異り稲田を主として推政用水を各河川に仰き､其耕地は何れも河流の低地に在るを以て､矧坊に接り洪水を防くの外に

方法なし､足れ各河川等しく堤防を設けて治水の計を立つる所以なりO｣､水害を蒙る場所､即ち､水害から守るべきものが水田

稲作耕地であるからである｡しかも､資料d｢洪水には種類ありて､三年に-度し､ l年 -度 し､ム I年百年に一度する如く､程度

軽電の差異あるか故に､之に鷹し或手地 まての出水を防備するに足る堤防を築造するは､放て不可能の事にあらさるなり｡ ｣とし

て､ ｢或程度まての出水を防備するに足る堤防を築造｣することになる｡

その堤防は､資料 a｢低くして根底の肇固なるもの｣であるoまた､資料 C｢矧坊は勿論危険なものてはありまするか､其計画報
に築造に1･分の注意を払ひ､又修繕を怠らぬようにし､就中水は加こ力を尽くすようにすれは､充分に洪水防禦の目的を達するもの

てあります｡ ｣では､堤防を危険なものとし､そのため入念な築堤と維持管理､さらには水防活動を求めているO

資料b｢治水の要は畢寛流水の疏適を充分にして､堤防の安全を期するにある｡其の方法は両岸堤防の間隔を大にし､河領を広く

し､河床を溌摸して中洲JBこ他の障害物を除き､又た河身を解理して流水の湾曲を緩慢なる曲線と為す等である｣の指摘は､河道拡

幅､河底濠深､河中の障害物除去､等の流水疏適能力確保策が堤防築造と同列ではなく､堤防が破堤しないように安全を図るため

のものと沖野が考えていることを示している｡

資料 C で抄録しなかった質疑 止､答のなかで､ ｢一､水勢の律親ら､又は切所等に中る堤防を柑 こ堅固にせす､令岸均 一平等なるを

非錐するは常らす｡切所は到底複測する能はさるのみならす､水の衝突郡等は直接堤防に依り防禦するは不吋なるを以て､護岸 1二

車に依り堤防を防禦すへく､堤防其者は平等均一にするを技術上の常則とすC｣と指摘しているo水の衝突票占等の防御は護岸が担

い､矧坊は護岸⊥卓により守られるものなのである｡

通常､築堤材料は河道拡幅､河鹿涯漢､河中の障害物除去､等により得られる土砂が主に用いられる｡当時の十砂で造られる堤

防に､押野がイ講 を置けなかった結果とも考えられるが､堤防のもつ限界を認識した上で､流水疏通能力を確保し要所に護岸を設

置､入念な施⊥と維持管理､さらに水防活動を組み合わせたなかに堤防を位置付けるのが沖野の治水思想と言える｡

(3)水害を受ける側からの発想

沖野は資料 Cで一般inI)1日こ共通する点として､任)堤防を以て治水の根本､②矧S))'方式を採用した理由が稲田であることを指摘す

るのであるが､その前に ｢河川改修の計画に就きまして詳細な卓は河川毎に地理其他の理由により大に其趣を異にしておりますか

ら､之れか詳細は時々本会の会誌に掲載される報告に譲ることと致しまして｣と述べているD資料 dでは r各河川の特質に従ひ地

方の状況に適鷹して之を紅めさる-からす｣となるo

沖野が河川改修計画を ｢河川手引 に ｢地理其他の理由｣を考えてV.案すべきと考えていることを示すOこの場合の地理が､自然

地理と人文地理とあわせた､ ｢地球上におけるILり1卜水陸 ･気候 ･生物 ･人口･都市･産業 ･交通 ･政治などの状態｣(広梓苑)で

あることは､後述の淀川改良計画､押野が悦fi･したとされる ｢富⊥川流域河川調査吾J■lh､｢吉野川高水防御1卓引画意見書｣31)に

読みとることができる｡

押野はそれらのなかで過去の水割 こついても徹底的な調査を行っているo押野は ｢或程度まての出水を!捌旨するに足る堤防1を

建設した齢 ､それを超過する山水が生起し､破堤氾鑑した場合の被害をも軽減できるように堤防を低く､河幅を広くしようと考

えていたと思われる｡

(D 学理と経験

資料 dでは冒頭 ｢治水は掌理も必要なれと辛として経験を濃礎とし｣と述べている｡資料 b､Cにはみられないが､河川技術の第

一･人者であった押野の発言であり､当時の河川技術を考える上でも極めて貴竜なものであろう｡

押野が指す学理とは何かO押野は常に最新の技術情報入手に心がけ､内外の著書雑誌を読んでいた '1.)oLかし､後述の淀川改良

⊥事計廼i意見苦にみるように､当時の河川計歯では過去の供水痕跡から流量を推定する柁蛙であり､発足して間もない1ントJLif:会誌

上には巾瀬､物部等により不定流問題が載せられている劫が､実務に繋がるような内容ではない｡沖野が意識したのは 1915(人Al.4)

年にllIl,版され､1917(大正 6)年に改訂版が出た岡崎文吉の 『治水』緒言にある､ ｢近世水理;i':は極端の学理及び理想に走りたる結果､

淀川の改良1皐がそのような学理に基づくものではないことをrtjl頭に述べたかったのであろうと考える｡学理を否定しているので

はないことは､資料 Cで抄録していないが､毛馬間門の開閉､巨椋池､堤防材料､宇治水電堰堤等の問題に対する押野忠雄のLp_l答

が､学理的 ･技術的根拠をもとに行われていることからも明らかである｡

4.淀川改良計画による沖野の治水思想の検証

押野は ｢淀川高水防禦｣二卓計画意見熟 を 1軌 (明治27)牛6月28日作成した｡同意見吾は､(1)流域に始まり以下(2)流路の形勢

及重要の支派流､(3)_--I.大平tn_Er;水害の景況､(4)低水及高水流量､(5)改修⊥事計画の説明､ (6)r_費潔算､(7)国庫費地方費分担法､
(8)施｣｣r鳳享継続年限及上費年度捌となっており､それに参考資料第 1弓へ6弓が付されている｡この卓構成は吉野川でもほぼ同様

である｡

(1)から(3)が地理に和二Li'する｡(3)_:_人平坦部水害の景況の二大平上媚1;とは､轄琶湖沿岸､山城の平野および掛可の平野であり､
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水害は反別面積で示されるとともに､その被害の様 /が非常高水と通常高水に分けて記述されている｡

例えば､琵琶湖沿岸では被害の軽重が4月～9月の琵琶湖水付の鳥居川量水標の常水位(2尺7､j･5分4.83n)より3尺高い程度ま

では被害が少ないことを指摘したのち､明治18年を非常高水､明治25年を通常高水としている｡

山城､摂河の平野では､非常高水を r其害耕地の浸水作物の流亡に止まらす延いて民家を押流し人畜の生命に関すること稀なり

とせす｡洪水の停滞沿湖に於ける如く数月の長きに捗ることなしと錐も､其全く退減するには尚は 10数F]｢汀姥要するを以て作物は

全く水腐に属し､加ふるに水勢急激なるより耕土を洗流して害を後年に遺すこと往々之あり､故に唯其耕地に及はす所の害のみに

ても沿湖に比し相甚しきものあるなり｣と記している｡この記述は､詳細なるヒアリングを含む水害調査が実施されたことを示し

ている｡

(4)低水及高水流量で､ ｢今回の改修⊥計画に要する所は単に最大流量に止まる｣として､過去の大洪水の水面勾配を調査し､

バザン公式により木津川 ･桂川 ･宇治川の最大流量を算定し､三川の最大流量が同時生起しないとして淀川の最大流量を決定して

いるoこの最大流量が ｢之を伏流するに必要なる河積を具備せしむる｣ことになるo

この最大流量は実績からの推定､すなわち､その上流域での氾濫等がないとして求める吋能最大流量ではない｡したがって､(5)

改修工事計軌ま(4)で求められる最大流量だけが基準として決められるのではなく､(1)～(3)､とくに(3)の水害の調査が重要となる

のであり､この点が押野の治水思想の特徴と言えるであろう｡すなわち､押野は個別河川の堤外地と堤内地の水害を詳細に調査す

ることにより(5)を決定したのである｡その結果が瀬田川洗堰の設置であったり､巨椋池の分離等となるO

押野忠雄の治水思想が最もよく表れているのが､淀川改良計画における巨椋池(計画書では大池と記されている)の処稗であろうo

淀川改良1事では､

｢宇治川筋の⊥事

宇治以下宇治川の水路は概して純良河積其度を得､屈曲亦穏当にして改修を要する所寡し､伏見淀近傍に於て判然たる洪水敷の区

画なく､高水の際一円水面となるの地あり｡今回の計画は此所の洪水敷を規定し､将来此遊水場を廃止し併せて附近地の悪水排除

を快くするに在り､為めに設吉fせる所の⊥事は左の如し｡

1.宇治川を淀町の背後を回し桂川の合流口を曳き下くること

1.向島の堤防を延長して将来大池に洪水の氾濫を遮断すること

1.大池の悪水排除の為め新宇治川のた堤に沿ふて水路を新設し､その L端は之を大池に通し下端は水門に由りて宇治川に適する

こと｣

としている｡巨鯨池(大池)については､

｢大池に洪水の侵入を遮断する⊥事は､新宇治川ノー二堤の築造に由りて完成するものにして他に施 しを要せす｡該水面地は淀川の水

理に大関係あるものとして今日まて保存されたるものなり｡而して所謂大関係とは淀川の為め-の遊水場となり､其洪水流量の節

度器たるの効用ありと云ふに外ならす〕今該水面を閉し高水に在りて将に淀川と水練を絶たんとするに当り､果して是等関係あり

て水理上保存の必要ありや否や講究せんとすD｣

として､大池の洪水遮断による影響を9千東方尺(2h り/秒､1万3千立方尺/秒と推算したOそして､
｢大池の淀川に及はす所の影響は放て軽微なると云ふを得すと錐も､亦其水利に大関係ありと云ふを得すO其淡水節度の点に付き

ては矧 こ説明したる所の瀬田川を遮断する方案に及はさる遠きものなるを信すO 足れ今回大池閉鎖の策を献する所以なり｡｣

としている｡瀬出川の遮断は､琵琶湖水位を非洪水期に下げ､洪水期に琵琶湖を洪水調節に用いる方策を示し､瀬田川を濠丁菓して

瀬田川洗堰が設置された｡

琵琶湖沿岸に発生する水害が浸水朋 りで千3百町歩､家伝]'-_被害なしであるのに対し､大池沿岸の被害が浸水反別約 2千町歩､被

害家屋数千であるため､ ｢被筈の点に付きても両案の利害を判するに暗面著せさる所なり｡｣と考えるのである｡そして､さらに淀

川と遮断する結果として生じる悪永排除問題に対処するため､ ｢新宇治川の左堤に沿ひ新水路を｣開削するのである.

淀川改良計画は上流県の滋賀と下流に位置する大阪の対立と改修期成同盟の活動のなかで､⊥/二案されたO 計画書からは仲野が流域

のF]然､社会条件を克明に調査し､農地防災を第一に考えて計画を作成したことが読みとれるoLたがって､押野の治水思想は河

川法が最初に適用された淀川改良計画に明確にみることができる｡

｢淀川高水防禦工事計画意見書｣での堤防高と河幅の設計では､例えば八幡町以下佐太二至る淀川筋ノ1二事について河幅 3古間

以上とし､平均深を 15-16尺(別に余裕高3尺)と計画しているC最低河幅 3百聞は計画平均深にバザン公式を適用して得られるの

で､堤防を低く､河幅を広くするという押野忠雄の治水思想を具現したものといえる｡

5.鏑輪

本稿で得られた結論を以下に列記する｡

1)押野忠雄の治水思想は中Ldの河川思想である質譲_二.策の基本認識を継承している,,
2)押野忠雄は矧坊のもつ限界を認識した上で､流水疏通能力を確保し要所に護岸を設置､入念な施Lと維持管埋､さらに水防活動
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を組み合わせた｡

3)沖野は枕域の地理と過去の水害を徹底的に調査し､ある程度までのLli水を防備するに足る堤防を建設した場合､それを超過する

HJ一水が生起し､破堤氾鑑した場合の被害をも軽減できるように樹坊を低く､醐 高を広くしようと考えていたと思われる,

4)沖野忠雄が1894(明治27)年に作成した淀川改良計画に､彼の治水思想がみられるo

以上述べたように､沖野忠雄の治水思軌胡監往最大流量のみを対象とする治水計画といったものではなく､ましてや治水安全度

をアプリオリに決定し､それに基づき計画されるものでもなかったことは明らかであろう02007(f･成 9)年に河川法が改止され､地

域作.民の参画する流域委員会において､新たな河川解備計画作成が議論されている今日､沖野忠雄の堤防の限界を知った上で､現

況の河川と水害の実態を踏まえ､水害を少なくしようとする治水思想が再評価されることを望む｡

なお､沖野の治水思想が彼のフランス町子期を含め､どのように形成されたのか､独自のものかあるいは他に影響されたのか､

さらには-具した思想なのか途中で変化があったか等､未解明な部分は大きい｡今後の況題としたいo

謝辞 :本稿をまとめるにあたり､押野忠雄について共同研究を行っている松浦茂樹 ･東洋人J71教授､望月奴･一･･山梨県河川防災セ

ンター理事長､岩屋隆夫 ･東京都技術センター係長からは有益な助言､g寸議をいただいた｡一部資料は(社)土木学会附属十木閲吾
館の坂本鼻室氏にいただいたorTTL司の治水思想が日本の河川事業にFl･えた影響については､文部科学省科学研究費補助金 r特定領

域研兜｣庚アジアの海域交流と日本伝統文化の形成(研究代表者 :小島毅)の水利班の-一員として実施しており､本稿の内容につい

ては水利班代表o)松田吉郎 ･兵庫教育大′了灘 愛に助言をいただいたO記して謝辞とするo
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